
ぜJ  

は
じ
め
に
 
 

平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
位
相
の
問
題
の
解
明
 
 

は
、
小
林
芳
規
博
士
の
御
高
著
「
畔
阪
錘
招
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
 
（
昭
 
 

和
四
十
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
 
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
所
が
大
き
い
。
 
 

こ
の
研
究
書
で
は
、
各
博
士
家
の
訓
読
語
の
特
徴
が
帰
納
さ
れ
、
記
述
さ
れ
て
 
 

い
る
が
、
現
在
も
、
漢
文
訓
読
語
研
究
史
上
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
 
 

て
評
価
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
で
は
、
各
博
士
家
間
の
訓
読
 
 

語
の
質
の
違
い
を
解
明
す
る
方
法
と
し
て
、
漢
文
の
同
文
比
較
の
方
法
が
採
ら
 
 

れ
、
漢
籍
訓
読
語
の
分
析
に
お
い
て
は
、
有
効
な
方
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
 
 

と
評
価
さ
れ
る
。
 
 
 

た
だ
、
漢
籍
の
現
存
資
料
は
、
一
等
資
料
と
し
て
は
平
安
中
期
の
も
の
よ
り
 
 

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
位
相
の
問
題
で
、
比
較
の
対
象
と
な
る
漢
籍
の
資
料
は
、
 
 

十
一
世
紀
末
・
十
二
世
紀
以
降
に
厚
く
遣
存
し
、
特
に
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
 
 

の
資
料
が
主
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
比
較
対
照
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
共
時
 
 

天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
活
動
 
 

－
平
安
中
期
・
平
安
後
期
資
料
の
声
点
を
中
心
に
－
 
 

的
に
比
較
の
対
象
と
な
り
う
る
量
が
保
証
さ
れ
る
の
は
、
各
博
士
家
に
お
い
て
 
 

特
定
の
漢
籍
の
訓
読
語
が
固
定
し
、
家
々
で
保
守
的
に
伝
承
さ
れ
て
以
降
の
も
 
 

の
が
主
で
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
書
に
は
、
平
安
初
期
・
中
期
の
 
 

漢
籍
訓
読
語
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
が
、
専
ら
適
時
的
な
観
点
に
よ
る
整
理
、
 
 

論
述
で
、
共
時
的
な
視
点
か
ら
分
析
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。
こ
れ
も
資
料
 
 

の
遣
存
の
実
態
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究
上
の
限
界
、
制
約
が
あ
る
の
も
 
 

事
実
で
あ
る
。
 
 
 

訓
読
語
の
位
相
解
明
に
関
し
て
上
げ
ら
れ
た
小
林
博
士
の
成
果
は
、
各
博
士
 
 

家
の
言
語
特
性
を
明
快
に
示
す
方
法
に
支
え
ら
れ
て
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
 
 

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
同
文
比
較
法
を
用
い
て
、
仏
書
の
世
界
に
 
 

お
け
る
漢
文
訓
読
語
資
料
言
語
の
位
相
的
問
題
の
解
明
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
 
 

試
み
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
築
島
裕
博
士
に
よ
る
、
成
唯
識
論
、
大
日
経
疏
な
 
 

（
1
）
 
 

ど
の
比
較
研
究
、
三
保
忠
夫
氏
に
よ
る
密
教
経
典
・
頼
悉
地
掲
羅
経
の
共
時
的
 
 

（
3
）
 
 

（
2
）
 
 

対
照
分
析
、
月
本
雅
章
氏
に
よ
る
大
唐
西
域
記
の
比
較
研
究
な
ど
で
あ
る
。
稿
 
 

者
も
、
密
教
の
事
相
関
係
の
方
書
的
な
性
格
を
持
つ
儀
軌
類
の
同
文
的
比
較
を
 
 

一
 
 
 

松
 
本
 
光
 
隆
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（
4
）
 
 

試
み
た
事
が
あ
る
 

稿
者
の
比
較
で
は
、
漢
文
冒
頭
部
分
に
は
、
宗
派
流
派
の
別
 
（
天
台
宗
寺
門
 
 

派
、
山
門
派
 
（
山
門
派
資
料
も
、
宝
使
院
点
資
料
、
仁
都
波
迦
点
資
料
に
亙
 
 

る
）
。
真
言
宗
広
沢
流
、
小
野
流
と
言
う
共
時
的
な
広
が
り
で
検
討
し
た
も
の
 
 

で
あ
る
）
 
が
特
徴
的
に
現
れ
て
い
る
と
整
理
し
て
示
し
た
が
、
検
討
対
象
資
料
 
 

の
文
章
も
進
み
、
具
体
的
に
漢
文
の
論
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
部
分
に
お
け
る
 
 

同
文
比
較
で
は
、
具
体
的
言
語
表
現
の
異
同
の
出
入
り
が
様
々
で
、
十
分
に
整
 
 

理
さ
れ
た
帰
納
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ぬ
ま
ま
論
述
を
終
え
た
こ
と
が
あ
 
 

る
。
 
 

各
宗
派
流
派
の
別
は
、
教
義
内
容
、
修
法
そ
の
他
に
お
い
て
の
相
承
が
あ
っ
 
 

て
、
流
派
を
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
か
か
る
宗
教
の
学
的
伝
承
や
、
修
 
 

法
の
相
承
と
同
様
に
、
言
語
面
で
も
流
派
別
の
訓
読
語
が
、
特
徴
的
な
位
相
の
 
 

問
題
と
し
て
存
し
た
と
い
う
、
無
自
覚
的
な
先
入
観
が
無
か
っ
た
と
は
言
え
な
 
 

。
 
 
 

月
本
雅
章
氏
は
、
右
の
御
高
論
で
、
早
く
に
、
大
唐
西
域
記
に
お
い
て
は
、
 
 

宗
派
流
派
の
訓
読
語
面
で
の
相
承
、
伝
承
が
不
明
瞭
で
、
明
確
な
系
統
を
認
定
 
 

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
可
能
性
が
あ
る
旨
を
示
さ
れ
た
。
仏
書
に
お
け
る
同
文
 
 

比
較
法
が
試
み
ら
れ
て
、
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
現
状
に
お
い
て
、
仏
 
 

教
関
係
の
書
全
て
に
亙
っ
て
の
系
統
的
伝
承
が
、
果
た
し
て
存
し
た
の
か
否
か
 
 

の
問
題
解
明
へ
の
発
想
法
と
し
て
は
、
月
本
雅
章
氏
の
ご
指
摘
は
、
卓
見
で
 
 

あ
っ
た
よ
う
に
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
系
統
的
伝
承
を
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
 
 

論
ず
る
か
の
問
題
、
ま
た
、
厳
密
に
は
、
共
時
的
研
究
の
時
代
的
な
違
い
と
言
 
 

二
 
 

う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
べ
き
必
要
が
あ
っ
て
、
時
代
時
代
に
よ
る
位
相
的
状
況
 
 

が
異
な
っ
て
い
た
と
見
る
可
能
性
は
十
分
に
残
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

天
台
宗
寺
門
派
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
に
、
第
一
群
点
に
所
属
す
る
 
 

西
墓
点
加
点
資
料
群
が
存
す
る
。
こ
の
西
墓
点
資
料
群
は
、
公
共
施
設
の
図
書
 
 

館
、
私
立
の
文
庫
を
始
め
、
そ
の
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
真
言
宗
寺
院
に
 
 

も
、
か
な
り
の
点
数
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
代
表
が
高
山
寺
経
蔵
で
、
天
台
宗
 
 

寺
門
派
を
出
で
て
よ
り
、
高
野
山
を
経
て
、
高
山
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
 
 

（
5
）
 
 

多
い
ら
し
く
、
比
較
的
纏
ま
っ
た
量
の
加
点
資
料
を
伝
え
る
。
ま
た
、
管
見
の
 
 

及
ん
だ
範
囲
で
、
量
的
に
多
く
を
数
え
る
の
は
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
伝
存
の
 
 

資
料
群
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
西
墓
点
資
料
群
の
中
で
も
、
本
稿
で
は
、
平
安
時
代
中
期
、
平
安
 
 

時
代
後
期
の
資
料
に
焦
点
を
当
て
て
、
諸
資
料
間
の
言
語
状
況
を
記
述
し
て
み
 
 

よ
う
と
思
う
。
以
下
に
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
言
語
事
象
は
、
声
点
に
つ
い
て
 
 

で
あ
る
。
天
台
宗
寺
門
派
の
特
徴
的
声
点
と
言
え
ば
、
濁
声
点
「
△
」
 
で
あ
る
。
 
 

「
△
」
 
は
、
平
安
時
代
の
寺
門
派
資
料
に
特
徴
的
な
符
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
 
 

て
き
た
も
の
で
、
確
か
に
、
寺
門
派
西
基
点
資
料
に
屡
々
見
か
け
ら
れ
る
も
の
 
 

で
あ
る
。
声
点
の
適
時
的
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
 
 

（
6
）
 
 

あ
る
が
、
稿
者
は
、
時
代
的
に
、
保
守
性
、
伝
承
性
が
強
ま
っ
た
と
考
え
る
院
 
 

政
期
の
西
墓
点
資
料
を
対
象
に
、
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
 
「
△
」
 
声
点
は
、
寺
 
 

門
派
僧
・
慶
詐
個
人
に
発
し
た
も
の
で
、
寺
門
派
も
、
本
来
、
三
井
寺
と
い
う
 
 

（
7
）
 
 

一
寺
院
に
伝
承
が
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
 
 

は
、
天
台
宗
も
一
流
派
の
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
焦
点
を
絞
り
、
時
代
を
平
安
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中
期
、
平
安
後
期
に
限
っ
て
 
「
△
」
 
の
出
現
に
も
注
意
を
払
い
つ
つ
、
右
の
問
 
 

題
に
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

か  

一
、
平
安
時
代
中
期
の
西
墓
点
資
料
 
 

西
墓
点
資
料
で
、
現
在
知
ら
れ
る
最
古
の
資
料
は
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
の
 
 

頼
悉
地
掲
羅
経
巻
上
延
喜
九
年
 
（
九
〇
九
）
 
点
 
［
資
料
1
］
 
で
あ
る
。
旧
来
 
 

屡
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
奥
書
で
あ
る
が
、
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。
 
 

（
奥
書
）
（
∩
空
 
「
延
喜
九
年
 
（
九
〇
九
）
 
八
月
廿
二
三
両
日
讃
了
 
空
恵
記
」
 
 

（
別
室
一
）
「
承
暦
三
年
 
（
一
〇
七
九
）
 
九
月
一
日
奉
従
智
妙
房
阿
闇
梨
＝
 
 

公
選
」
 
 

奉
讃
了
 
 

（
別
筆
一
）
「
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
 
七
月
廿
日
於
大
口
房
奉
受
了
六
ケ
日
 
 

仁
昭
」
 
 

こ
の
京
都
大
学
図
書
館
蔵
頼
悉
地
掲
羅
経
巻
上
延
喜
九
年
点
本
に
は
、
四
種
の
 
 

訓
点
が
あ
る
よ
う
で
、
延
喜
九
年
加
点
と
思
し
き
、
奥
書
に
対
応
し
た
白
点
 
 

（
西
墓
点
）
 
と
、
平
安
後
期
加
点
 
（
承
暦
三
年
の
奥
書
と
対
応
す
る
か
）
 
の
失
 
 

点
 
（
西
基
点
）
、
院
政
期
と
思
し
き
墨
点
 
（
仮
名
）
 
が
二
種
の
計
四
種
の
訓
点
 
 

が
識
別
で
き
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
内
、
今
こ
こ
に
は
、
平
安
中
後
期
の
加
点
に
属
す
る
延
喜
九
年
点
 
 

（
白
点
）
 
に
つ
い
て
、
記
述
す
る
。
 
 
 

延
喜
九
年
点
に
は
、
声
点
の
加
点
例
が
多
く
は
な
い
。
 
 
 

1
、
辞
惹
剰
○
（
平
）
旭
、
啓
三
ム
＝
僻
討
六
句
（
延
喜
九
年
点
）
 
 

2
、
紋
日
羅
肇
瞞
○
㌢
 
 
 

右
の
如
く
、
陀
羅
尼
に
加
点
さ
れ
た
 
「
O
」
 
（
圏
点
）
 
が
二
例
と
、
 
 
 

3
、
（
靴
醗
“
鎚
、
輪
、
○
榔
工
）
、
杵
、
螺
、
金
剛
杵
等
（
延
喜
九
年
点
）
 
 

例
3
の
漢
文
本
文
に
お
け
る
 
「
O
」
 
の
加
点
の
計
三
例
を
認
め
る
。
用
例
が
余
 
 

り
に
少
な
く
、
右
の
例
か
ら
は
、
用
法
の
帰
納
は
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
 
 

い
。
蘇
悉
地
掲
羅
経
と
い
う
密
教
の
経
資
料
の
漢
文
本
文
部
分
に
も
、
陀
羅
尼
 
 

部
分
に
も
声
点
の
加
点
自
体
が
、
希
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
 
 
 

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
延
元
年
 
（
九
八
七
）
 
点
本
 
［
資
料
2
］
 
 

に
は
、
永
延
元
年
の
朱
点
（
悟
円
説
）
、
長
保
六
年
（
一
〇
〇
四
）
 
の
墨
点
（
慶
 
 

主  

†  

所
説
）
 
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
六
種
の
加
点
が
存
し
、
中
に
成
尋
 
（
長
元
七
年
 
 

（
一
〇
三
四
）
 
桃
点
）
 
の
名
が
見
え
、
そ
の
加
点
の
存
す
る
こ
と
で
著
明
な
西
 
 

（
R
）
 
 

墓
点
資
料
で
あ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
延
元
年
点
本
に
加
点
 
 

の
以
上
の
六
種
の
訓
点
の
内
、
全
巻
に
亙
っ
て
の
加
点
が
厚
い
、
永
延
元
年
点
 
 

と
次
節
に
長
保
六
年
点
を
取
り
上
げ
る
。
 
 
 

先
ず
、
永
延
元
年
点
に
お
い
て
は
、
漢
文
本
文
に
以
下
の
声
点
が
加
点
さ
れ
 
 

て
い
る
。
 
 

4
、
宿
命
住
】
智
身
（
訓
）
を
柑
○
（
平
）
・
。
戯
（
去
）
す
。
（
永
延
元
年
点
）
 
 

の
例
で
、
清
濁
の
区
別
は
な
く
、
「
O
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
陀
羅
尼
部
分
に
は
、
 
 

清
濁
の
区
別
が
存
す
る
。
 
 

ナ
ム
 
 

5
、
薩
。
（
入
撃
○
僻
T
）
、
○
薩
（
⊥
但
○
（
土
○
僻
（
上
）
㌻
南
（
上
）
、
（
永
延
元
年
点
）
 
 

と
、
清
濁
の
区
別
無
く
 
「
O
」
 
を
使
用
し
た
所
も
あ
る
が
、
 
 

6
、
捏
●
｛
還
○
哩
工
一
へ
。
○
宏
（
上
）
致
○
｛
≡
ム
＝
○
麿
（
⊥
○
咤
工
、
（
永
延
元
年
点
）
 
 

7
、
○
薩
（
⊥
但
○
（
平
）
．
鍵
（
義
）
云
＝
（
永
延
元
年
点
）
 
 

三
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と
あ
っ
て
、
陀
羅
尼
に
は
、
「
O
」
と
濁
点
「
●
」
が
現
れ
る
。
但
し
、
「
百
八
名
 
 

讃
」
 
の
部
分
や
、
「
啓
請
伽
陀
」
 
等
に
は
、
節
博
士
が
現
れ
て
、
「
百
八
名
讃
」
 
 

で
は
、
 
 
 

8
、
…
牌
毒
●
日
T
）
●
囁
（
⊥
一
合
、
●
薩
（
上
）
●
但
T
）
…
僻
丁
警
告
 

（
永
延
元
年
点
）
 
 

と
あ
っ
て
、
単
点
「
●
」
と
濁
音
に
は
、
双
点
「
…
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

右
の
金
剛
界
儀
軌
永
延
元
年
点
に
対
応
す
る
奥
書
は
、
文
慶
が
二
十
一
歳
の
 
 

折
、
入
道
三
宮
悟
円
か
ら
皇
薗
寺
倫
誉
の
説
の
伝
授
を
受
け
た
事
を
記
し
た
も
 
 

の
で
、
「
前
受
」
 
と
の
注
記
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
於
天
台
山
百
光
房
奉
受
 
 

之
」
と
あ
っ
て
、
比
叡
山
上
の
百
光
房
で
の
伝
授
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

高
山
寺
の
経
蔵
に
は
、
第
一
〇
四
函
第
二
〇
号
と
し
て
、
頓
謹
菩
提
即
身
成
 
 

使
眞
賓
三
部
一
合
行
法
最
極
印
契
眞
言
上
巻
一
帖
［
資
料
3
］
 
が
所
蔵
さ
れ
て
 
 

い
る
。
奥
書
に
は
、
 
 

（
奥
書
）
 
正
暦
二
年
 
（
九
九
一
）
 
四
月
一
日
丹
波
園
菜
田
郡
／
篠
村
郷
定
額
寺
 
 

字
河
人
字
鴬
之
／
巳
畢
 
 

と
あ
る
も
の
で
、
平
安
中
期
末
の
西
墓
点
加
点
資
料
で
あ
る
。
訓
点
は
墨
書
に
 
 

よ
る
も
の
で
、
ヲ
コ
ト
点
 
（
西
墓
点
）
 
の
加
点
個
所
は
、
資
料
の
一
部
に
過
ぎ
 
 

ヒ
ト
ハ
シ
ラ
 
 

な
い
。
こ
の
資
料
に
は
、
「
一
ノ
如
来
」
、
「
傍
受
宗
家
 
八
道
（
に
）
別
（
れ
）
 
 

ケ
リ
 
［
英
］
」
、
「
其
 
（
の
）
 
趣
区
々
 
（
に
）
 
別
レ
ケ
リ
」
、
「
皆
悉
 
（
く
）
 
滅
亡
 
 

ア
ナ
カ
．
ノ
コ
′
く
＼
 
 

シ
ケ
リ
」
、
「
威
信
々
々
」
 
等
の
注
意
を
引
く
語
彙
が
現
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
 
 

が
、
文
中
に
、
 
 

○
教
勅
 
（
に
）
 
随
 
（
ひ
て
）
 
伯
著
大
山
白
山
熊
野
長
谷
寺
粉
河
生
合
竹
生
 
 

ス
‖
∴
ソ
ニ
 
 

鳩
目
光
足
持
□
淵
石
山
中
堂
各
 
（
の
）
 
別
 
（
し
て
）
 
五
度
参
詣
 
（
し
）
 
 

四
 
 

巳
了
 
（
ぬ
）
 
 

な
ど
と
あ
っ
て
、
天
台
宗
寺
門
派
修
験
道
関
係
の
資
料
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
 
 

て
、
関
心
を
引
か
れ
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
梵
字
に
よ
る
陀
羅
尼
 
 

と
漢
文
の
本
文
が
存
す
る
が
、
声
点
の
加
点
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。
 
 
 

石
山
寺
に
は
、
天
永
三
年
 
（
一
一
一
二
）
 
書
写
加
点
に
な
る
金
剛
頂
蓮
華
部
 
 

心
念
涌
儀
軌
［
資
料
4
］
 
が
存
す
る
。
厳
密
に
は
、
十
二
世
紀
の
朱
墨
の
加
点
 
 

資
料
で
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
に
西
基
点
を
用
い
る
。
墨
の
訓
点
の
出
自
に
つ
い
 
 

て
は
、
 
 

（
奥
書
）
 
鮎
本
云
墨
者
敬
一
大
阿
闇
梨
授
専
横
也
件
阿
闇
梨
受
良
勇
和
尚
耳
／
 
 

頼
尊
記
ム
々
 
 

と
あ
る
も
の
で
、
良
勇
 
（
八
五
四
～
九
二
三
）
 
が
敬
一
（
八
六
七
～
九
四
九
）
 
 

に
授
け
た
も
の
が
、
墨
点
で
善
か
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
点
は
、
陀
羅
尼
に
濃
く
 
 

加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
陀
羅
尼
に
加
点
さ
れ
た
墨
声
点
は
、
「
●
」
ば
か
り
で
あ
 
 

る
。
陀
羅
尼
に
は
、
例
外
と
し
て
、
た
だ
一
例
「
…
尾
毒
」
の
加
点
が
存
す
る
 
 

が
、
漢
文
本
文
に
は
、
声
点
が
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

以
上
が
、
管
見
の
及
ん
だ
平
安
中
期
の
西
基
点
資
料
で
あ
る
。
平
安
中
期
資
 
 

料
に
お
い
て
は
、
清
濁
を
加
点
仕
分
け
る
資
料
も
存
し
て
は
い
る
も
の
の
、
漢
 
 

文
本
文
の
声
点
加
点
に
は
、
関
心
が
薄
い
よ
う
で
、
陀
羅
尼
に
は
、
加
点
例
が
 
 

多
い
。
し
か
も
、
陀
羅
尼
に
お
い
て
清
濁
を
書
き
分
け
た
資
料
が
あ
っ
て
、
平
 
 

安
中
期
の
訓
読
者
の
関
心
の
在
処
と
加
点
の
様
態
を
示
し
て
い
る
も
の
と
判
断
 
 

（
9
）
 
 

さ
れ
る
。
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二
、
平
安
後
期
の
西
基
点
加
点
の
儀
軌
類
資
料
 
 

管
見
の
及
ん
だ
内
、
平
安
後
期
の
奥
書
の
存
す
る
資
料
と
し
て
は
、
前
節
に
 
 

既
に
触
れ
た
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
延
元
年
点
本
に
お
け
る
長
保
 
 

六
年
 
（
一
〇
〇
四
）
 
点
が
古
い
。
 
 
 

長
保
六
年
の
墨
点
に
は
、
漢
文
本
文
に
、
以
下
の
よ
う
な
声
点
が
認
め
ら
れ
 
 

る
。
 
 
 

9
、
罪
｛
訓
）
（
を
）
い
圏
去
滴
）
（
し
て
）
随
喜
（
し
）
勧
請
（
し
）
 
［
及
］
登
願
 
 

（
す
）
 
應
 
（
し
）
 
（
長
保
六
年
点
）
 
 

キ
す
 
 
1
0
、
手
（
に
）
五
備
（
の
）
。
諭
吉
）
（
を
）
持
テ
一
切
（
の
）
供
頂
（
に
）
。
矧
芸
）
 
 

す
 
（
長
保
六
年
点
）
 
 

な
ど
の
例
が
あ
っ
て
、
「
O
」
と
「
い
」
と
に
よ
っ
て
、
清
濁
を
加
点
し
分
け
て
 
 

い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
陀
羅
尼
部
分
に
は
、
 
 
 

1
1
、
薩
嘩
薩
●
但
T
）
…
僻
（
．
濁
）
㌻
南
、
（
長
保
六
年
点
）
 
 

と
あ
っ
て
、
清
濁
を
単
点
、
双
点
で
区
別
す
る
。
永
延
元
年
点
で
は
、
陀
羅
尼
 
 

に
清
濁
を
声
点
の
形
式
に
よ
っ
て
区
別
す
る
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
文
 
 

本
文
は
、
清
濁
の
区
別
を
し
な
い
。
長
保
六
年
点
で
は
、
漢
文
本
文
と
陀
羅
尼
 
 

と
の
形
式
は
異
な
る
が
、
清
濁
の
区
別
に
、
別
々
の
形
の
声
点
を
加
点
し
て
い
 
 

る
。
こ
の
長
保
六
年
点
に
対
応
す
る
奥
書
は
、
文
慶
、
三
十
八
歳
の
も
の
で
、
 
 

三
井
大
阿
闇
梨
慶
稚
か
ら
の
伝
授
を
、
観
音
院
（
岩
倉
観
音
院
か
）
 
十
禅
師
定
 
 

過
と
と
も
に
受
け
た
旨
の
記
事
が
存
す
る
。
「
後
受
」
 
と
あ
っ
て
、
長
保
六
年
 
 

の
慶
詐
は
三
井
寺
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
三
井
寺
で
の
伝
授
で
あ
 
 
 

る
可
能
性
が
高
い
。
 
 
 

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
延
元
年
点
本
に
加
点
の
他
の
訓
点
も
、
 
 

延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
点
で
は
、
漢
文
本
文
に
、
「
ぺ
舞
（
．
濁
）
」
、
「
。
霧
（
壬
」
、
 
 

陀
羅
尼
に
は
、
揺
れ
が
存
す
る
が
、
「
∞
識
毒
」
、
「
…
僻
（
－
濁
）
●
計
（
上
）
囁
折
合
」
、
 
 

「
哩
●
濯
（
上
）
ム
」
 
の
如
く
あ
っ
て
、
掲
げ
た
よ
う
な
形
式
に
よ
っ
て
区
別
を
し
 
 

て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
 
 
 

右
に
次
い
で
、
管
見
の
及
ん
だ
西
墓
点
資
料
と
し
て
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
阿
 
 

闇
梨
大
日
受
茶
擁
港
頂
儀
軌
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
点
本
［
資
料
5
］
が
古
い
。
 
 

受
菩
提
心
戒
漕
頂
儀
 
（
無
点
）
 
と
の
合
巻
で
、
阿
闇
梨
大
日
貿
茶
擁
漕
頂
儀
軌
と
 
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
界
の
法
量
が
異
な
る
し
、
手
も
別
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
、
 
 

取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
そ
の
原
表
紙
に
は
、
 
 

寛
平
三
年
 
（
八
九
一
）
 
五
月
廿
一
日
依
此
儀
於
山
王
院
修
授
博
法
阿
闇
梨
 
 

位
濯
頂
／
阿
闇
梨
少
僧
都
朗
受
者
大
法
師
猷
憲
大
法
師
康
済
関
配
献
酬
 
 

（
以
上
本
奥
書
）
 
 

と
あ
り
、
円
珍
の
将
来
で
、
天
台
宗
寺
門
派
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
伝
承
を
さ
れ
 
 

た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
阿
闇
梨
大
日
受
茶
擁
港
頂
儀
軌
の
奥
書
は
、
確
 
 

り
と
し
た
も
の
で
、
 
 
 

（
奥
書
）
 
此
青
龍
儒
教
和
上
謂
持
本
珍
等
初
入
胎
蔵
時
／
国
費
躍
和
受
胎
蔵
 
 

濯
頂
時
珍
入
金
剛
界
壇
時
／
復
受
侍
教
位
時
前
後
四
遍
以
戒
儀
授
 
 

戒
／
入
垣
臨
珍
廻
登
口
和
尚
特
持
以
分
付
送
路
故
記
 
 

大
中
九
年
十
一
月
 
日
珍
記
 
 

（
以
上
本
奥
書
）
 
 

五
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菜
空
 
「
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
三
月
十
八
日
三
井
寺
於
龍
雲
房
奉
鮎
了
 
 

僧
永
園
記
之
」
 
 

（
別
筆
）
「
同
年
 
月
 
日
以
新
皐
鮎
本
戯
平
等
／
院
賜
此
本
也
以
此
狼
籍
新
 
 

本
頗
／
整
正
故
也
大
阿
闇
梨
日
此
島
牧
親
／
鮎
得
故
記
 
 

寛
仁
二
年
 
（
一
〇
一
八
）
 
十
一
月
廿
二
日
追
記
 
 

… 

「
X
H
 
 

三
井
寺
沙
門
行
園
」
 
 

（
別
筆
）
「
延
享
第
三
丙
寅
歳
 
（
一
七
四
六
）
 
五
月
晦
日
補
修
治
了
 
 

僧
正
賢
賀
庸
ご
 
 

と
あ
る
資
料
で
あ
る
。
阿
闇
梨
大
日
受
茶
揺
港
頂
儀
軌
寛
弘
五
年
点
本
に
は
、
訓
 
 

点
は
二
種
あ
っ
て
、
寛
弘
五
年
加
点
と
推
定
さ
れ
る
失
点
 
（
西
墓
点
）
 
と
平
安
 
 

後
期
と
推
定
さ
れ
る
墨
の
仮
名
点
で
あ
る
。
奥
書
等
よ
り
、
平
安
後
期
の
天
台
 
 

宗
寺
門
派
に
お
け
る
素
性
の
明
確
な
資
料
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
 
 

る
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
に
お
い
て
、
声
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
現
れ
る
。
 
 

失
点
の
声
点
は
、
漢
文
本
文
に
お
い
て
は
、
 
 

エ
ナ
 
 

1
2
、
。
烏
芸
）
○
曇
工
、
。
阿
（
圭
説
。
｛
一
へ
）
［
／
、
説
］
他
の
薗
】
木
造
）
を
加
持
し
 
 

セ
キ
 
 

て
 
（
寛
弘
五
年
点
）
 
 

朱
反
目
反
 
 

1
3
、
龍
王
、
甘
露
の
水
頭
を
。
窪
芸
）
・
沐
。
（
一
へ
）
（
し
）
た
て
ま
つ
り
 
（
寛
弘
 
 

五
年
点
）
 
 

の
如
く
 
「
O
」
 
点
で
表
さ
れ
、
清
濁
の
区
別
は
無
い
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
陀
 
 

羅
尼
に
お
い
て
は
、
朱
の
「
●
」
「
…
」
 
の
加
点
が
あ
っ
て
、
 
 
 

1
4
、
…
僻
毒
●
日
T
）
●
羅
（
⊥
、
．
迦
（
去
）
、
…
僻
（
上
濁
）
日
義
●
哩
（
⊥
●
倶
（
⊥
 
 

●
嗜
（
⊥
、
（
寛
弘
五
年
点
）
 
 

ウ 

六
 
 

タ 

キ
ヤ
 
 
 

ほ
、
咤
●
書
）
、
…
幡
（
r
濁
）
●
日
（
上
）
●
囁
（
上
三
＝
●
哩
芸
）
…
那
丁
塑
●
掲
（
⊥
●
咤
（
⊥
 
 

（
寛
弘
五
年
点
）
 
 

の
よ
う
に
現
れ
て
、
基
本
的
に
は
、
清
濁
の
区
別
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
認
め
 
 

ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
加
点
方
式
は
、
基
本
的
に
は
、
先
に
整
理
し
た
平
安
中
 
 

期
の
加
点
状
況
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
時
代
が
降
っ
て
の
質
的
な
変
化
が
 
 

あ
る
よ
う
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

寛
弘
五
年
点
は
、
右
掲
の
奥
書
に
依
れ
ば
、
永
円
が
三
井
寺
龍
雲
房
で
点
じ
 
 

た
と
あ
る
も
の
で
、
龍
雲
房
は
、
慶
詐
の
住
房
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
慶
稚
 
 

か
ら
の
伝
授
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
円
は
、
長
久
五
年
 
（
一
〇
四
四
）
 
五
 
 

月
二
十
日
に
、
六
十
五
歳
で
滅
し
た
僧
で
、
一
時
、
比
叡
山
上
の
千
手
院
に
住
 
 

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
 
（
『
非
常
僧
暦
総
覧
』
笠
間
索
引
叢
刊
5
3
）
。
資
 
 

料
5
に
点
じ
た
寛
弘
五
年
に
は
、
二
十
九
歳
で
あ
る
計
算
と
な
る
。
九
七
九
年
 
 

（
天
元
二
）
生
ま
れ
で
、
余
慶
が
山
門
派
と
挟
を
分
か
っ
て
岩
倉
観
音
院
に
下
っ
 
 

た
天
元
四
年
 
（
九
八
一
）
 
に
は
、
二
歳
、
慶
群
が
山
上
千
手
院
よ
り
下
っ
た
正
 
 

暦
四
年
 
（
九
九
三
）
 
に
は
、
十
四
歳
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
余
慶
の
入
室
で
、
 
 

慶
詐
を
私
師
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
の
で
、
慶
詐
に
従
っ
て
山
上
よ
り
下
っ
 
 

た
と
す
れ
ば
、
言
語
の
習
得
は
、
比
叡
山
上
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
先
の
 
 

文
慶
も
、
言
語
習
得
の
完
成
は
、
比
叡
山
上
で
あ
っ
た
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

寛
仁
二
年
の
奥
書
に
あ
る
行
円
は
、
永
承
二
年
 
（
一
〇
四
七
）
 
正
月
八
日
に
 
 

七
十
歳
で
没
し
た
僧
で
、
「
天
台
宗
。
千
手
院
。
」
 
と
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
か
 
 

ら
、
本
来
は
、
比
叡
山
上
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
 
（
『
配
粘
榊
僧
暦
総
覧
』
 
 

笠
間
索
引
叢
刊
5
3
）
。
慶
柿
下
山
の
正
暦
四
年
に
は
、
十
六
歳
で
、
こ
の
行
円
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も
、
比
叡
山
上
で
言
語
習
得
が
完
成
し
た
と
見
て
も
矛
盾
は
な
い
。
 
 
 

西
墓
点
加
点
の
寺
門
派
資
料
、
即
、
三
井
寺
の
先
入
観
が
強
い
が
、
時
代
に
 
 

よ
っ
て
、
寺
門
派
の
主
勢
力
が
、
比
叡
山
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
再
考
せ
ね
ば
な
 
 

る
ま
い
し
、
山
門
派
と
の
抗
争
以
後
、
比
叡
山
よ
り
下
山
し
た
僧
達
が
、
京
都
 
 

市
中
、
ま
た
、
そ
の
他
各
所
に
拠
点
を
構
え
た
事
も
評
価
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な
 
 

。
 
 
 

高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
点
本
（
重
文
第
一
部
第
2
5
号
）
 
 

［
資
料
6
］
 
に
は
、
二
種
の
加
点
が
存
す
る
。
初
加
点
が
、
永
承
六
年
の
墨
点
 
 

で
、
仮
名
、
西
墓
点
の
加
点
で
あ
る
。
朱
点
は
、
天
喜
二
年
 
（
一
〇
五
四
）
 
の
 
 

加
点
と
思
し
く
、
仮
名
、
西
基
点
の
加
点
が
存
す
る
。
奥
書
に
は
、
墨
朱
に
対
 
 

応
し
て
、
 
 

永
承
六
年
二
月
三
日
随
常
林
御
房
 
受
之
了
 
 

（
墓
）
「
始
白
天
喜
二
年
八
月
十
六
日
至
十
八
日
奉
随
賓
相
房
重
受
」
 
 

と
あ
る
。
永
承
頃
の
常
林
房
が
未
勘
で
あ
る
が
、
天
喜
頃
の
「
賓
相
房
」
と
は
、
 
 

頼
豪
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
墨
点
の
漢
文
本
文
の
声
点
加
点
に
お
い
て
は
、
 
 

1
6
、
一
切
の
尾
○
嚢
工
也
○
（
平
）
○
迦
工
、
羅
剃
。
｛
人
）
○
婆
工
）
等
 
（
高
山
寺
蔵
 
 

不
動
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

サ
ン
ソ
ウ
 
 

1
7
、
疹
○
（
平
）
楚
○
（
土
す
る
コ
ト
 
「
疲
楚
 
（
ら
む
こ
と
）
］
 
遍
く
。
支
芸
）
 
 

ヒ
ー
ラ
キ
 
 

膿
○
訴
皿
に
入
 
（
り
）
 
て
 
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

カ
イ
 
 

1
8
、
。
該
芸
）
子
ノ
相
貌
を
作
レ
。
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

等
と
あ
っ
て
、
清
濁
を
分
か
た
ず
、
「
O
」
 
の
加
点
が
専
ら
で
あ
る
が
、
漢
文
本
 
 
 

（
奥
書
）
 
 

一
校
了
 
 

の
如
く
、
「
O
」
 
の
使
用
例
が
存
す
る
。
 
 
 

高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
天
喜
二
年
点
は
、
永
承
六
年
の
墨
点
と
の
異
読
の
記
入
 
 

と
み
れ
ら
、
仮
名
点
も
西
墓
点
の
加
点
も
、
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
天
 
 

喜
二
年
点
で
は
、
漢
文
本
文
に
、
 
 

2
2
、
大
暴
悪
、
旋
嵐
猛
風
 
（
の
）
 
衆
 
（
く
の
）
 
樹
ノ
葉
を
○
親
（
上
）
（
す
る
 
 

か
）
 
如
シ
 
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
天
喜
二
年
点
）
 
 

軍
復
（
た
）
能
（
く
）
動
揺
㌔
）
（
せ
）
不
。
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
天
 
 

喜
二
年
点
）
 
 
 

墾
自
在
（
の
）
。
羅
芸
）
∞
惹
丁
塑
（
と
）
岳
（
る
）
 
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
 
 

天
喜
二
年
点
）
 
 

な
ど
と
あ
っ
て
、
清
濁
「
O
J
「
∞
」
の
例
が
確
認
さ
れ
る
が
、
陀
羅
尼
の
加
点
 
 

例
は
拾
え
な
い
。
 
 
 

高
山
寺
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詣
儀
軌
（
重
文
第
二
部
第
1
1
4
号
）
永
承
六
年
 
 

十ノ  

七
 
 
 

文
中
の
音
訳
梵
語
の
例
に
、
一
例
、
 
 
 

1
9
、
婆
○
（
平
）
∞
識
丁
滴
）
○
鎖
（
上
）
ノ
如
き
「
如
（
く
）
シ
テ
］
（
高
山
寺
蔵
不
 
 

動
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

の
如
く
、
例
外
と
し
て
「
∞
」
の
加
点
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

陀
羅
尼
の
加
点
は
、
 
 

の
如
く
、
 
 

1
、
 
 

2
 
 

0
、
 
 

2
 
 

●
薩
工
）
…
僻
丁
塑
●
目
（
⊥
．
契
（
圭
…
批
（
壷
－
薬
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
永
 
 

承
六
年
点
）
 
 

「
●
」
 
「
…
」
と
加
点
し
た
例
が
、
専
ら
で
、
中
に
、
例
外
的
に
、
 
 

タ
ム
 
 

。
畦
（
圭
－
暗
一
へ
。
（
高
山
寺
蔵
不
動
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

る 

と  
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（
一
〇
五
一
）
 
点
本
 
［
資
料
7
］
 
に
は
、
永
承
六
年
の
加
点
と
思
し
き
朱
の
西
 
 

墓
点
の
加
点
が
存
す
る
。
こ
の
永
承
六
年
点
本
に
は
、
墨
書
の
加
点
も
存
す
る
 
 

が
、
そ
の
墨
点
は
、
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
 
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

失
点
は
、
全
巻
に
亙
る
も
の
で
、
比
較
的
詳
密
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
金
剛
界
儀
軌
に
用
い
ら
れ
た
声
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
 
 

漢
文
本
文
で
現
れ
る
声
点
は
、
 
 
 

顎
遍
照
∞
｛
還
の
○
明
（
上
）
ヲ
謁
し
て
（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 
 

窄
能
く
種
々
の
衣
（
訓
）
厳
∞
｛
還
身
の
資
具
（
磐
を
与
（
ふ
）
る
者
（
金
剛
 
 

界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

が
一
般
的
で
、
清
濁
を
「
O
J
「
∞
」
で
加
点
す
る
。
左
に
掲
げ
る
全
二
例
で
、
 
 

例
外
的
で
あ
る
が
、
漢
文
本
文
に
 
 
 

2
7
、
初
に
遍
照
∞
（
平
濁
）
尊
の
掲
磨
之
印
儀
△
毒
を
結
へ
。
（
金
剛
界
儀
軌
永
 
 

承
六
年
点
）
 
 

2
8
、
及
ひ
 
［
於
］
 
十
方
界
の
人
天
意
△
生
（
義
）
の
花
（
訓
）
、
（
金
剛
界
儀
軌
永
 
 

承
六
年
点
）
 
 

の
如
く
、
濁
音
の
声
点
に
、
「
∞
」
と
と
も
に
、
「
△
」
の
使
用
例
も
認
め
ら
れ
 
 

る
。
 
 

梵
語
か
ら
の
音
訳
漢
字
も
、
漢
文
本
文
部
分
で
は
、
 
 

2
9
、
次
に
○
但
（
⊥
○
欄
（
⊥
一
合
字
を
想
へ
 
（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 
 

墾
三
昧
耶
薩
∞
饅
丁
塑
㌻
の
明
（
返
）
を
栴
涌
す
る
こ
と
巳
（
り
）
て
 
 

（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

な
ど
の
如
く
、
清
濁
は
、
「
O
J
「
∞
」
で
表
示
し
て
い
る
。
孤
例
で
あ
る
が
、
 
 

ノノ ノノ  

… 八
 
 

3
1
、
達
△
｛
車
型
磨
○
（
平
）
三
昧
耶
も
て
 
（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

の
例
が
あ
っ
て
、
濁
音
声
点
に
 
「
△
」
 
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
。
 
 

一
方
、
陀
羅
尼
に
現
れ
る
声
点
は
、
 
 

軍
●
婆
（
⊥
●
僻
（
⊥
一
合
．
婆
芸
）
僻
…
毒
、
転
⊥
駄
（
遠
、
刷
●
薩
（
上
）
●
僻
（
上
）
 
 

…
達
（
上
濁
）
●
摩
（
上
）
Ⅶ
、
（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

シ
ン
 
 
 

ア
（
上
）
ラ
（
上
）
 
 
 

軍
●
僻
（
⊥
●
日
（
⊥
●
囁
（
⊥
一
気
 
囁
 
●
但
（
上
）
●
琴
上
）
折
ム
＝
…
批
毒
．
読
芸
）
 
 

●
者
（
上
）
．
鎗
（
去
）
、
（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

な
ど
の
如
く
で
あ
っ
て
、
陀
羅
尼
の
清
濁
は
、
「
●
」
 
「
…
」
で
区
別
す
る
。
 
 
 

例
外
と
し
て
は
、
以
下
の
例
が
存
す
る
。
 
 

3
4
、
●
薩
（
⊥
●
親
（
⊥
△
肇
芸
滴
）
●
封
（
上
）
、
（
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
）
 
 

の
如
き
例
が
存
す
る
。
孤
例
で
あ
る
が
、
陀
羅
尼
に
お
い
て
、
濁
音
声
点
「
△
」
 
 

の
出
現
例
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
も
 
「
百
字
真
言
」
 
以
下
に
は
、
他
の
陀
羅
尼
と
は
 
 

異
な
り
、
 
 

3
5
、
捏
丁
塑
●
哩
工
一
へ
。
濁
●
（
芋
粥
芸
滴
）
．
婆
（
≡
癖
（
〝
壷
、
（
金
剛
界
儀
軌
永
 
 

承
六
年
点
）
 
 

清
濁
の
声
点
は
、
「
●
」
 
と
濁
音
 
「
二
 
と
が
加
点
さ
れ
た
真
言
が
現
れ
る
。
 
 
 

金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
に
お
け
る
声
点
の
様
相
は
、
多
様
で
、
系
統
的
に
 
 

重
合
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
奥
書
に
従
え
ば
、
 
 

（
奥
書
）
（
蕃
）
「
始
自
永
承
六
年
十
二
月
十
七
日
酉
時
至
干
同
月
廿
日
巳
暗
合
四
 
 

箇
日
之
間
奉
従
鶴
足
房
受
之
了
 
 

湛
明
記
之
 
 

成
身
曾
也
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す 
同
七
年
奉
従
鶴
足
房
又
受
精
磨
曾
了
 
 

同
年
五
月
奉
受
三
昧
曾
大
供
養
曾
了
」
（
保
安
四
年
の
奥
書
以
下
略
）
 
 

の
如
く
で
あ
っ
て
、
金
剛
界
儀
軌
を
、
都
合
三
度
に
分
か
っ
て
伝
授
を
受
け
た
 
 

よ
う
で
あ
る
。
三
度
の
内
、
二
度
ま
で
は
、
同
一
人
、
鶴
足
房
 
（
念
円
）
 
か
ら
 
 

伝
授
を
受
け
た
こ
と
は
、
奥
書
よ
り
明
白
で
あ
る
が
、
金
剛
界
儀
軌
も
何
度
か
 
 

に
分
か
っ
て
伝
授
が
行
わ
れ
る
風
も
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
 
 

年
点
の
声
点
の
複
雑
な
出
現
は
、
か
か
る
伝
授
の
様
態
と
関
係
し
た
も
の
か
も
 
 

知
れ
な
い
。
 
 
 

東
寺
観
智
院
蔵
胎
蔵
界
儀
軌
 
（
第
二
九
函
第
1
号
、
玄
法
寺
儀
軌
）
 
康
平
二
 
 

年
 
（
一
〇
五
九
）
 
点
本
 
［
資
料
8
］
 
に
は
、
西
墓
点
の
加
点
が
存
す
る
。
資
料
 
 

（
1
0
）
 
 

の
詳
述
を
別
稿
に
譲
る
が
、
康
平
二
年
、
延
久
二
年
 
（
一
〇
七
〇
）
 
の
失
点
の
 
 

西
墓
点
が
存
す
る
。
延
久
二
年
点
は
、
康
平
二
年
点
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
、
両
 
 

期
点
は
、
基
本
的
に
は
、
同
一
の
訓
読
を
加
点
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
漢
文
本
文
に
は
、
以
下
の
声
点
が
現
れ
る
。
 
 

ヤ
 
 

3
6
、
迦
○
羅
（
⊥
奪
｛
返
）
を
△
茎
丁
滴
）
「
。
茎
芸
滴
）
］
 
現
せ
り
。
（
東
寺
観
智
院
 
 

蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

3
7
、
碧
○
幸
）
恕
○
幸
）
と
し
て
。
玄
芸
塑
雲
○
幸
）
の
猶
し
。
（
東
寺
観
智
院
蔵
 
 

ア
イ
 
 
 
 
 
タ
イ
 
 

玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

等
の
例
が
あ
り
、
「
O
」
と
 
「
△
」
と
で
、
清
濁
の
区
別
を
し
て
い
る
。
一
方
で
、
 
 

漢
文
本
文
に
は
、
 
 

ー
ナ
％
 
 
 

ハ
ケ
 
 
 

軍
∞
捏
毒
哩
底
○
（
平
）
方
の
大
日
如
束
の
下
に
依
れ
り
。
（
東
寺
観
智
院
 
 

蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

甲
。
金
芸
）
∞
趨
毒
王
と
井
（
せ
て
）
女
と
あ
り
。
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
 
 

法
寺
儀
軌
）
 
 

等
の
例
が
見
え
て
、
濁
音
を
「
∞
」
で
表
示
し
た
箇
所
も
並
存
す
る
。
 
 
 

な
お
、
墨
点
 
（
平
安
後
期
点
、
仮
名
点
）
 
に
も
、
 
 

ノ 

… 

ユ
ウ
 
 

4
0
、
説
（
き
）
た
ま
は
く
 
是
れ
汝
か
。
勃
「
義
」
。
勇
（
壬
［
軍
勇
○
（
平
）
］
 
の
漫
 
 

茶
羅
な
り
と
 
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
、
「
」
 
は
墨
書
）
 
 

4
1
、
愈
○
｛
エ
迅
△
幸
塑
。
倶
（
去
）
○
摩
工
○
羅
（
上
）
「
ハ
」
、
［
於
］
青
蓮
花
に
住
せ
 
 

り
。
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

の
例
が
あ
っ
て
、
清
音
声
点
に
 
「
O
」
 
濁
音
声
点
に
 
「
△
」
 
を
使
用
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
方
式
は
、
漢
文
本
文
中
の
漢
語
は
勿
論
、
漢
文
本
文
に
あ
る
梵
語
音
訳
部
 
 

分
に
も
使
用
さ
れ
て
区
別
が
な
い
。
 
 

陀
羅
尼
で
は
、
失
点
は
、
 
 

主
口
 
 
 

彗
咤
、
…
地
（
．
濁
）
“
●
雲
上
）
●
哩
（
上
）
ル
ム
＝
、
●
輸
（
上
）
嗜
ム
r
多
T
）
、
…
尾
（
．
濁
）
 
 

…
勢
毒
．
曳
（
上
）
、
婆
嘩
ム
＝
賀
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

の
如
く
、
清
濁
を
「
●
」
「
…
」
で
区
別
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
 
 
 

彗
．
難
芸
）
…
徒
毒
鉢
。
（
人
滴
）
．
難
（
圭
卿
丁
滴
）
●
曳
（
⊥
、
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
 
 

法
寺
儀
軌
）
 
 

の
如
く
、
濁
音
を
 
「
△
」
 
表
示
し
た
箇
所
も
存
し
て
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

平
安
後
期
加
点
の
墨
点
で
は
、
 
 
 

4
4
、
．
多
（
⊥
…
那
（
毒
．
彙
（
上
）
一
、
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
墨
点
）
 
 

の
如
く
、
陀
羅
尼
の
清
濁
を
「
●
」
「
…
」
で
区
別
し
て
い
る
一
方
で
、
 
 

4
5
、
薩
○
擦
T
）
ム
㌻
婆
（
r
濁
）
野
、
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
墨
点
）
 
 

九
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な
ど
と
あ
っ
て
、
陀
羅
尼
に
お
い
て
も
、
清
濁
を
 
「
O
J
 
「
△
」
 
で
表
示
し
た
部
 
 

分
も
あ
る
。
 
 
 

随
心
院
蔵
胎
蔵
儀
軌
巻
下
 
（
玄
法
寺
儀
軌
）
 
［
資
料
9
］
 
に
は
、
以
下
の
奥
 
 

書
が
存
す
る
。
 
 
 

タ  

タ   

（
奥
書
）
 
承
暦
二
年
 
（
一
〇
七
八
）
 
六
月
廿
 
（
以
下
破
損
）
 
 

西
墓
点
の
加
点
資
料
で
、
平
安
後
期
末
の
承
暦
二
年
と
思
し
き
、
朱
点
が
存
す
 
 

る
。
こ
の
資
料
の
奥
書
は
、
途
中
ま
で
の
も
の
で
、
こ
の
資
料
の
成
立
事
情
が
 
 

分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
朱
点
の
声
点
は
、
漢
文
本
文
で
は
、
 
 

エ
ム
 
 

4
6
、
。
身
芸
）
［
於
］
談
○
（
平
）
胎
に
虞
せ
り
 
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

」
下
 
 

4
7
、
金
剛
○
牙
（
上
）
菩
薩
と
 
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

と
あ
っ
て
、
声
点
で
は
清
濁
を
区
別
し
な
い
。
漢
文
本
文
の
濁
音
字
に
は
、
濁
 
 

点
を
付
し
た
例
が
あ
っ
て
、
 
 

4
8
、
月
妃
と
戦
○
捺
（
⊥
（
「
捺
」
 
字
左
傍
中
央
に
 
「
」
」
 
符
号
あ
り
）
 
羅
と
 
 

（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

ケ
キ
 
 

4
9
、
商
掲
○
羅
工
）
は
戟
（
「
戟
」
 
字
左
傍
中
央
に
 
「
」
」
 
符
号
あ
り
）
 
印
 
 

に
せ
よ
。
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

な
ど
と
あ
っ
て
、
濁
音
専
用
の
符
号
「
」
」
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
例
外
的
に
、
 
 

甲
遮
○
（
平
）
○
文
王
ぺ
茶
丁
塑
（
「
茶
」
字
左
傍
中
央
に
「
」
」
符
号
あ
り
）
 
 

眞
言
 
（
に
）
 
日
 
（
く
）
 
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

と
あ
っ
て
、
孤
例
で
あ
る
が
、
濁
声
点
「
ゴ
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
 
 

5
1
、
席
（
上
塑
字
に
金
剛
の
光
な
り
。
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

漢
文
本
文
中
の
種
字
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
漢
文
本
文
で
は
孤
例
で
あ
る
 
 

タ 

チ 

チ 

十
 
 

が
、
「
二
 
の
符
号
を
認
め
る
。
 
 
 

陀
羅
尼
で
は
、
一
般
に
は
、
 
 

軍
但
哩
一
ム
＝
茶
（
・
濁
）
地
（
上
濁
）
●
也
（
上
）
盲
●
捨
（
⊥
●
也
（
上
）
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
 
 

儀
軌
）
 
 

等
と
し
て
、
清
音
声
点
 
「
●
」
、
濁
音
声
点
 
「
二
 
を
使
用
す
る
が
、
 
 

5
3
、
僻
目
囁
盲
薩
。
（
入
）
●
但
（
上
）
席
（
上
塑
盲
畔
、
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

例
外
的
で
は
あ
る
が
、
右
の
如
く
 
「
O
」
 
符
号
が
現
れ
る
し
、
 
 

れ
け
 

墾
薩
鱒
二
塑
達
○
●
磨
（
上
）
●
傭
（
上
）
「
逸
反
●
嘆
（
⊥
ぺ
吠
丁
滴
）
連
工
塑
傭
（
随
心
 
 

院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

こ
れ
も
例
外
的
に
、
濁
音
声
点
で
「
ゴ
が
現
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
例
外
的
 
 

で
あ
る
が
、
漢
文
本
文
と
同
様
に
、
濁
音
符
「
」
」
 
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 

5
5
、
○
疑
（
⊥
（
「
疑
」
 
字
左
傍
中
央
に
 
「
」
」
 
符
号
あ
り
）
●
哩
（
⊥
一
合
恨
○
革
）
 
 

肇
盲
（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）
 
 

大
方
の
傾
向
と
し
て
は
、
漢
文
本
文
に
は
声
点
「
O
」
と
濁
点
「
」
」
が
認
め
ら
 
 

れ
、
陀
羅
尼
に
お
い
て
は
、
清
音
声
点
 
「
●
」
 
と
濁
音
声
点
 
「
二
 
が
使
用
さ
 
 

れ
る
が
、
例
外
的
な
表
記
が
入
り
交
じ
る
。
天
台
宗
寺
門
派
資
料
の
特
徴
と
思
 
 

わ
れ
る
濁
音
声
点
 
「
△
」
 
は
出
現
し
な
い
。
 
 
 

こ
の
資
料
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
「
布
字
八
印
」
 
の
部
分
で
、
こ
こ
に
は
、
 
 

他
と
異
な
っ
て
、
以
下
の
四
種
の
符
号
が
現
れ
る
。
 
 

シ
ア
 
 
 
．
ノ
ア
 
 
 
陣
ノ
 
 
 
 
ヤ
 
 
サ
ウ
 
 
 

轡
●
左
●
●
磋
 
惹
＝
鄭
壌
 
 

サ
ム
（
）
シ
ア
ク
 
 

5
7
、
灼
●
●
●
弱
 
杓
＝
弱
 
 

な
ど
の
例
が
存
す
る
。
単
点
「
●
」
 
の
加
点
さ
れ
た
 
「
左
」
 
「
灼
」
字
は
、
広
韻
 
 
 

タ  
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全
清
字
で
あ
り
、
「
●
」
 
の
出
現
が
認
め
ら
れ
る
。
双
点
 
「
●
●
」
 
は
加
点
が
確
 
 

認
さ
れ
る
「
磋
「
緯
」
字
が
広
韻
次
清
字
で
、
こ
れ
へ
の
加
点
に
認
め
ら
れ
る
。
 
 

ま
た
、
「
二
 
の
加
点
も
存
し
て
い
る
が
、
加
点
さ
れ
た
 
「
惹
」
 
「
壌
」
 
「
弱
」
 
 

字
は
、
い
ず
れ
も
広
韻
次
濁
字
で
あ
る
。
「
〓
」
 
と
認
め
ら
れ
る
加
点
も
存
し
 
 

て
、
「
鄭
」
 
「
杓
」
 
字
は
、
広
韻
全
濁
字
で
あ
る
。
形
態
と
し
て
四
種
が
帰
納
さ
 
 

れ
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
漢
字
音
に
お
け
る
頭
子
音
の
清
濁
に
対
応
し
、
こ
 
 

れ
ら
を
区
別
し
た
加
点
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

タ
タ
タ
タ
ナ
ウ
 
 
 
5
8
、
●
多
●
●
他
柳
＝
駄
●
嚢
 
 

の
如
き
例
で
は
、
「
嚢
」
 
字
は
、
広
韻
次
濁
字
で
あ
る
が
、
「
●
」
 
の
加
点
が
な
 
 

さ
れ
、
揺
れ
も
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
期
の
他
の
西
墓
点
加
点
資
料
に
は
、
他
に
類
を
見
な
い
事
象
で
あ
る
。
 
 

平
安
後
期
の
末
期
に
お
い
て
も
、
西
墓
点
資
料
群
の
中
で
、
学
問
水
準
の
高
い
 
 

活
発
な
訓
読
活
動
の
動
態
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

奥
書
が
無
く
、
年
紀
が
明
確
で
は
な
い
が
、
平
安
後
期
加
点
と
推
定
さ
れ
る
 
 

資
料
に
つ
い
て
、
以
下
に
、
事
象
を
記
述
す
る
。
 
 
 

東
寺
観
智
院
蔵
燕
悉
地
儀
軌
第
二
平
安
後
期
点
本
 
（
又
別
第
十
一
函
第
一
 
 

号
）
 
［
資
料
1
0
］
 
に
は
、
二
種
の
訓
点
が
あ
っ
て
、
失
点
は
平
安
後
期
と
思
し
 
 

き
仮
名
と
西
基
点
の
加
点
、
墨
点
は
、
平
安
後
期
と
見
ら
れ
る
仮
名
点
の
加
点
 
 

が
存
す
る
。
朱
点
の
声
点
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
漢
文
本
文
に
 
 

は
、
唯
一
、
 
 
 

甲
天
の
諸
…
軒
毒
［
ィ
這
］
（
観
智
院
蔵
頼
悉
地
儀
軌
第
二
）
 
 

々
∴
リ
ヤ
 
 

と
し
た
、
濁
声
点
と
疑
わ
し
き
例
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

陀
羅
尼
部
分
に
は
、
 
 

6
0
、
咤
●
践
工
●
折
工
●
囁
工
、
（
観
智
院
蔵
燕
悉
地
儀
軌
第
二
）
 
 

の
如
く
、
「
●
」
 
点
の
み
が
現
れ
て
、
声
点
に
よ
る
清
濁
の
区
別
を
示
さ
な
い
。
 
 

例
外
的
に
は
、
 
 

レ
イ
 
 

6
1
、
●
悉
（
⊥
地
駄
●
嘆
（
⊥
。
替
（
去
）
渉
討
 
（
観
智
院
蔵
頼
悉
地
儀
軌
第
二
）
 
 

の
如
く
、
孤
例
で
あ
る
が
、
声
点
 
「
O
」
 
が
現
れ
る
。
 
 
 

こ
の
観
智
院
蔵
燕
悉
地
儀
軌
第
二
平
安
後
期
失
点
で
は
、
基
本
的
に
は
、
陀
 
 

羅
尼
だ
け
に
 
「
●
」
 
の
み
の
声
点
加
点
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
な
 
 

お
、
同
じ
く
平
安
後
期
加
点
と
思
し
き
墨
点
に
は
、
声
点
は
現
れ
な
い
。
 
 
 

平
安
後
期
の
儀
軌
類
の
資
料
で
は
、
西
基
点
に
特
有
と
さ
れ
る
濁
声
点
「
△
」
 
 

が
出
現
す
る
の
は
、
 
 
 

○
高
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
永
承
六
年
点
 
 
 

○
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
康
平
二
年
点
・
延
久
二
年
点
、
同
平
安
後
期
 
 

仮
名
点
 
 

の
二
資
料
だ
け
で
あ
っ
て
、
管
見
の
及
ん
だ
他
の
五
資
料
に
は
、
濁
声
点
「
△
」
 
 

の
出
現
が
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

検
討
対
象
が
量
的
に
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
平
安
後
 
 

期
の
西
基
点
資
料
と
言
っ
て
も
、
加
点
さ
れ
た
声
点
の
体
系
は
、
様
々
で
、
中
 
 

に
移
点
資
料
を
含
む
と
し
て
も
、
多
様
な
声
点
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
整
理
さ
 
 

れ
る
。
こ
う
し
た
様
相
は
、
西
墓
点
資
料
群
内
に
お
い
て
、
種
々
の
声
点
体
系
 
 

の
加
点
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
平
安
後
期
に
お
け
る
活
動
的
 
 

加
点
の
実
態
－
訓
読
語
の
活
動
－
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

十
一
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三
、
平
安
後
期
の
西
基
点
加
点
の
経
・
経
釈
類
資
料
 
 

平
安
後
期
の
西
墓
点
加
点
の
経
ま
た
は
経
疏
類
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
 
 

管
見
の
及
ん
だ
所
が
、
多
く
は
な
い
。
 
 
 

東
京
大
学
国
語
研
究
室
に
は
、
西
墓
点
加
点
の
大
批
慮
遮
那
成
価
経
義
繹
巻
 
 

「
 
 

第
二
か
ら
巻
第
二
十
、
十
九
帖
［
資
料
1
1
］
 
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
 
 

に
は
、
巻
第
七
に
、
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。
 
 
 

「
天
台
僧
」
 
 

（
奥
書
）
 
 治

安
四
季
 
（
一
〇
二
四
）
 
四
月
八
日
聴
了
 
僧
□
□
本
 
 

」
l
 
 

（
別
筆
「
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
竺
一
月
十
八
～
於
迎
輪
院
傍
受
如
之
同
四
 
 

月
一
～
／
壱
巻
マ
テ
博
受
了
衆
七
人
 
空
命
 
弁
空
 
賢
雅
／
静
運
 
 

（
？
）
 
 

賢
賓
 
玄
俊
」
 
 

巻
第
十
一
に
は
、
 
 
 

（
奥
書
）
 
長
元
七
年
 
（
一
〇
三
四
）
甲
戊
十
月
十
九
日
鮎
了
 
（
草
名
）
 
 

の
奥
書
が
存
し
て
い
る
。
右
の
資
料
に
は
、
平
安
後
期
 
（
治
安
七
年
、
長
元
七
 
 

年
）
 
の
朱
の
西
墓
点
の
加
点
が
存
し
て
、
他
に
、
長
治
二
年
 
（
一
一
〇
五
）
 
の
 
 

墨
の
喜
多
院
点
の
加
点
が
存
す
る
。
治
安
四
年
の
奥
書
の
存
す
る
巻
第
七
を
取
 
 

り
上
げ
て
み
る
と
、
 
 
 

甲
自
然
に
因
業
（
逗
）
を
矧
〓
蜘
し
て
 
（
巻
第
七
・
西
墓
点
）
 
 
 

墾
性
の
空
を
矧
〓
矧
す
る
時
（
巻
第
七
・
西
墓
点
）
 
 

な
ど
、
漢
文
の
本
文
に
、
音
読
個
所
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
声
点
の
出
現
 
 

は
、
希
で
、
声
点
と
し
て
は
、
 
 

ウ 

十
二
 
 
 

」
 
 
墾
故
（
に
）
 
五
乗
轍
「
樹
。
｛
一
へ
）
］
相
ひ
融
ふ
日
せ
不
［
也
］
。
（
巻
第
 
 

7
ト
 
 

七
・
西
基
点
）
 
 

ロ
ア
 
 

6
5
、
囁
○
（
王
字
一
切
諸
法
一
切
行
不
可
得
 
（
な
る
か
）
 
故
ト
イ
フ
者
 
（
巻
 
 

第
七
・
西
墓
点
）
 
 

の
如
く
で
あ
っ
て
、
「
O
」
が
現
れ
る
が
、
清
濁
を
区
別
し
な
い
。
漢
文
本
文
の
 
 

声
点
は
、
梵
語
音
訳
部
分
に
対
す
る
加
点
が
厚
い
。
 
 
 

陀
羅
尼
 
（
侶
）
 
に
お
け
る
声
点
の
検
討
を
以
下
に
加
え
る
が
、
巻
七
に
は
、
 
 

陀
羅
尼
 
（
侶
）
 
が
無
く
、
陀
羅
尼
 
（
侶
）
 
の
存
す
る
巻
第
九
の
例
を
掲
げ
る
。
 
 

巻
第
九
に
は
、
梵
本
の
金
慧
侶
を
引
い
て
、
 
 

6
6
、
●
阿
（
上
）
●
壌
（
⊥
“
●
嚢
T
）
頂
●
鉢
T
）
●
咤
（
上
）
●
憎
T
）
鵬
●
僻
（
上
）
瑳
●
革
）
助
7
 
 

（
巻
第
九
・
西
墓
点
）
 
 

の
如
く
 
「
●
」
 
が
加
点
さ
れ
た
箇
所
が
存
す
る
。
ま
た
、
明
鏡
侶
を
引
い
た
箇
 
 

所
で
は
、
 
 ト

ム
 

ス  

ヘ
イ
 
 

6
7
、
澄
●
輸
T
）
上
駄
●
（
土
順
渾
●
阿
T
）
彙
●
革
）
●
尾
（
⊥
●
羅
（
⊥
帖
濁
●
阿
（
上
）
菓
●
（
王
 
 

ケ
イ
 
 

羅
●
｛
エ
ム
r
係
工
●
耶
（
⊥
㌻
重
工
）
虹
執
 
（
中
略
）
○
達
（
上
）
●
摩
工
）
蛸
 
（
巻
 
 

第
九
・
西
墓
点
）
 
 

と
あ
っ
て
、
例
外
的
な
が
ら
、
「
O
」
も
現
れ
る
。
偏
に
、
一
般
的
に
使
わ
れ
て
 
 

い
る
声
点
 
「
●
」
 
も
、
清
濁
を
区
別
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
陀
羅
尼
で
は
、
焼
 
 

香
真
言
な
ど
の
引
用
が
あ
っ
て
、
「
南
麿
三
漫
多
勃
陀
晴
一
連
摩
駄
賭
努
薩
木
帝
一
 
 

渉
詞
」
 
な
ど
と
引
用
さ
れ
る
が
、
西
墓
点
の
声
点
は
見
あ
た
ら
な
い
。
 
 
 

右
の
帰
納
は
、
資
料
の
一
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
て
示
し
た
も
の
で
、
概
述
 
 

の
域
を
で
な
い
が
、
漢
文
本
文
に
は
 
「
O
」
、
引
用
さ
れ
た
偶
に
は
、
「
●
」
 
と
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あ
っ
て
、
単
純
な
体
系
し
か
示
さ
な
い
。
 
 
 

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
に
は
、
平
安
後
期
加
点
と
思
し
き
蘇
悉
地
掲
羅
経
巻
上
 
 

（
又
別
第
二
〇
函
第
2
号
）
 
［
資
料
1
2
］
 
が
存
す
る
。
本
文
に
は
、
朱
の
西
墓
 
 

点
の
加
点
が
あ
り
、
墨
点
の
仮
名
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
は
、
 
 

（
奥
書
）
（
別
筆
一
）
「
於
洛
陽
城
店
屋
買
取
了
 
 

使
者
以
内
偶
房
取
寄
者
也
 
 

慈
門
記
之
」
 
 

（
別
室
一
）
「
延
久
二
年
 
（
一
〇
七
〇
）
 
三
月
十
八
日
 
 
相
博
如
舜
之
」
 
 

と
あ
っ
て
、
相
伝
奥
書
が
、
延
久
二
年
で
あ
る
か
ら
、
訓
点
は
そ
れ
以
前
に
加
 
 

点
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
本
資
料
の
漢
文
本
文
部
分
に
は
、
 
 

6
8
、
使
部
眞
言
は
扇
底
○
（
平
）
○
迦
（
⊥
の
法
な
り
 
（
東
寺
観
智
院
蔵
蘇
悉
地
 
 

掲
羅
経
巻
上
平
安
後
期
点
）
 
 

の
如
く
、
漢
文
本
文
中
の
梵
語
の
漢
字
表
記
部
分
に
、
「
O
」
 
の
加
点
が
認
め
ら
 
 

れ
る
。
ま
た
、
漢
文
本
文
の
漢
語
に
は
、
 
 

タ
イ
ト
 
 

6
9
、
滞
擬
○
（
エ
有
 
（
る
）
 
こ
と
克
 
（
く
し
）
 
て
 
（
東
寺
観
智
院
蔵
蘇
悉
地
 
 

掲
羅
経
巻
上
平
安
後
期
点
）
 
 

の
例
が
あ
っ
て
、
濁
音
字
に
声
点
 
「
O
」
 
の
加
点
が
あ
り
、
右
の
例
に
お
い
て
 
 

は
、
濁
音
表
示
に
は
右
傍
 
「
下
」
 
が
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
 
 

7
0
、
扇
●
（
平
）
●
底
（
⊥
●
迦
（
⊥
の
法
と
補
宏
微
の
法
と
阿
批
遮
嗜
迦
の
法
と
は
 
 

（
東
寺
観
智
院
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
巻
上
平
安
後
期
点
）
 
 

の
如
く
、
梵
語
の
音
訳
部
分
で
は
、
「
●
」
に
よ
る
加
点
も
存
す
る
。
陀
羅
尼
部
 
 

分
に
は
、
 
 
 

÷
ノ
テ
／
 

る
ヒ
ー
 
 
 
7
1
、
●
達
（
⊥
磨
●
囁
（
上
）
惹
●
姻
芸
）
●
使
丁
）
●
抵
T
）
六
句
摩
●
（
王
詞
●
蜜
T
）
●
休
（
⊥
 
 

●
曳
（
上
）
右
（
東
寺
観
智
院
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
巻
上
平
安
後
期
点
）
 
 

の
如
く
で
あ
っ
て
、
「
●
」
 
の
み
の
加
点
で
、
声
点
で
清
濁
を
区
別
し
な
い
。
陀
 
 

羅
尼
に
お
け
る
加
点
率
が
高
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
資
料
、
儀
 
 

軌
類
、
経
・
経
釈
類
を
通
じ
て
同
傾
向
で
あ
る
が
、
清
濁
を
区
別
せ
ず
、
体
系
 
 

は
単
純
で
あ
る
。
 
 
 

京
都
大
学
図
書
館
蔵
の
頼
悉
地
掲
羅
経
巻
上
延
喜
九
年
点
本
に
加
点
の
平
安
 
 

後
期
 
（
承
暦
三
年
カ
）
 
点
の
記
述
を
行
う
。
同
点
は
、
失
点
で
、
「
頼
悉
地
掲
 
 

羅
経
分
別
持
諸
相
品
第
三
」
 
以
降
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
朱
点
に
お
い
 
 

て
は
、
多
く
の
声
点
加
点
例
が
存
す
る
。
声
点
の
加
点
は
、
漢
文
本
文
、
陀
羅
 
 

尼
部
分
に
亘
っ
て
存
在
し
、
漢
文
本
文
で
は
、
 
 

伊
け
 
 

7
2
、
身
ノ
諸
ノ
。
嘲
（
壬
卜
一
切
ノ
戯
口
笑
ト
 
（
中
略
）
 
悪
口
罵
言
ト
ヲ
調
 
 

（
ふ
）
 
（
平
安
後
期
点
）
 
 ノ

イ
ヨ
ウ
 
 

7
3
、
米
粉
ハ
豆
餅
卜
井
ト
。
剤
芸
）
畢
豆
卜
及
 
（
ひ
）
 
油
麻
餅
ト
 
（
平
安
 
 

後
期
点
）
 
 

な
ど
と
現
れ
る
。
「
O
」
を
用
い
て
、
清
濁
の
書
き
分
け
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
 
 

が
、
 
 

キ
ン
 
 

7
4
、
尼
連
躍
河
ハ
 
［
於
］
淵
○
（
エ
周
、
鮎
澤
ノ
虞
ニ
シ
テ
諸
ノ
難
無
 
（
き
）
 
 

カ
故
ニ
（
平
安
後
期
点
）
 
 

の
例
が
あ
る
。
「
、
」
 
（
胡
麻
点
）
 
の
加
点
例
で
、
濁
点
の
加
点
例
か
と
疑
わ
れ
 
 

る
例
が
あ
る
が
、
孤
例
で
あ
っ
て
正
確
に
は
帰
納
で
き
な
い
。
 
 
 

陀
羅
尼
部
分
に
も
、
声
点
は
現
れ
る
。
前
半
部
分
は
、
 
 

十
三
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7
5
、
＼
践
工
塑
日
●
囁
（
上
）
．
肇
芸
）
膵
●
幸
）
二
（
平
安
後
期
点
）
 
 

一
フ
ワ
 
 

7
6
、
＼
遊
芸
）
●
磨
工
）
●
囁
工
、
●
潜
芸
）
＼
捺
丁
滴
）
㌻
邁
七
（
平
安
後
期
点
）
 
 

右
の
如
く
で
、
声
点
は
、
「
●
」
と
 
「
＼
」
 
と
が
使
わ
れ
、
「
＼
」
 
は
、
濁
音
表
示
 
 

で
あ
る
と
帰
納
で
き
る
。
こ
の
資
料
の
後
半
部
分
、
「
塗
香
薬
品
第
八
」
 
末
尾
 
 

の
 
「
塗
香
眞
言
」
 
に
は
、
 
 

7
7
、
薩
＼
僻
（
壷
誓
○
忍
（
⊥
○
地
（
上
）
一
（
平
安
後
期
点
）
 
 

の
如
く
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
巻
末
ま
で
は
、
陀
羅
尼
に
 
「
O
」
 
が
使
わ
れ
る
。
 
 

平
安
後
期
点
に
お
い
て
は
、
前
半
部
分
で
は
、
漢
文
本
文
と
陀
羅
尼
部
分
と
で
、
 
 

声
点
の
形
体
が
異
な
り
、
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
が
、
後
半
部
分
に
な
る
と
、
 
 

漢
文
部
分
で
も
陀
羅
尼
部
分
で
も
 
「
O
」
 
が
使
わ
れ
る
 
（
但
し
、
後
半
部
分
も
 
 

陀
羅
尼
の
濁
点
は
 
「
＼
」
 
が
現
れ
る
）
。
 
 
 

五
島
美
術
館
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
 
（
藤
南
家
経
）
 
［
資
料
1
3
］
 
は
、
平
 
 

安
後
期
の
資
料
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
朱
の
西
墓
点
加
点
が
存
す
る
。
本
文
 
 

は
、
五
四
三
行
に
亙
る
が
、
巻
第
五
で
、
陀
羅
尼
は
な
く
、
漢
文
本
文
の
み
で
 
 

あ
る
。
音
合
符
の
使
用
が
あ
っ
て
、
字
音
語
が
含
ま
れ
る
資
料
で
あ
る
が
、
声
 
 

点
の
加
点
は
見
あ
た
ら
な
い
。
 
 
 

取
り
上
げ
た
西
基
点
加
点
の
経
・
経
釈
類
の
絶
対
数
が
多
く
な
い
が
、
右
に
 
 

掲
げ
た
資
料
で
は
、
声
点
の
加
点
体
系
が
簡
素
で
、
儀
軌
類
に
比
べ
て
、
多
様
 
 

で
は
な
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
特
に
、
一
点
で
あ
る
が
、
顕
教
関
係
の
妙
法
 
 

蓮
華
経
の
西
墓
点
加
点
資
料
に
は
、
そ
も
そ
も
声
点
の
加
点
が
見
あ
た
ら
な
 
 

。
 
 

カ  

資  資  資  資  資  
料  料  
8  7  料  料  料  

○  ○  0  ○  ○  ○  ○  ○   

△  △  →〇  ○   
○（⊃  （⊃  

（：×⊃   

（△ △）   

（：×⊃  

●  ●  ● ●  な  
し   

●●  ●●  ●●   ●●  ●●  ●●  ●●   

○  （⊃  00   
百△ ）  

△   字  

十  康  永  天  永  寛  廷  長  

／＼  

安  十  牽  二昆．  牽  弘  冬  嘩  

後 期  ヰ   年  ヰ  ／＼ 年  五 年  亘  ／＼ 年  

○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   五  五  五  五  ○  七  ⊂）       四    八    四  

資  資  資  資  資   
料  料  料  料  料   
4  3  2  n  番  

号   

な  な  ○  漠   
し  し  

（⊃  文 木  

文  

二占二  
訳  
梵  

●  な  
し   ○   

●  

●●  
●●  

丞 勇  寧  些  二昆．  Lし   

年八  五  亘  フt 年  九 年  年 代   

天 真  二正  永  延  加                            二 四        一 i  九  九  九  一 些  九  八  ○      七  九   

四
、
平
安
中
期
・
平
安
後
期
の
西
基
点
資
料
の
声
点
の
体
系
 
 

以
上
、
管
見
の
限
り
で
の
平
安
中
期
・
平
安
後
期
の
西
墓
点
資
料
に
認
め
ら
 
 

れ
る
声
点
の
機
能
、
体
系
を
各
資
料
ご
と
に
記
述
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
結
 
 

果
を
纏
め
て
示
し
た
も
の
が
次
の
一
覧
表
で
あ
る
。
 
 

平
安
中
期
資
料
 
 

平
安
後
期
儀
軌
類
資
料
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資  資  資  資   
料  料  料  料   
13    12  

な  （⊃  （⊃  
し  ○  

●  

●   
u u 

存  

該  
当   
部  （⊃  
分  ○   
＼           な  

し  

十  承  延  治  安  暦  冬  安  後    亘  ル  期  亘   年     ⊂）           ⊂）  七 ⊂〕  ⊂）   七      九  以  凶     前  

注
、
［
 
］
は
、
漢
文
本
文
中
の
梵
語
音
訳
漢
字
に
付
さ
れ
た
声
点
を
示
す
。
（
 
）
は
、
用
例
 
 

の
希
少
な
も
の
に
付
し
た
。
 
 

右
の
表
に
纏
め
ら
れ
た
各
資
料
群
毎
の
声
点
体
系
を
、
抽
象
化
し
て
纏
め
れ
 
 

ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
 
 
 

1
、
平
安
中
期
の
西
墓
点
資
料
の
声
点
は
、
永
延
元
年
加
点
の
金
剛
界
儀
軌
 
 

（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
・
資
料
2
）
 
に
お
い
て
、
陀
羅
尼
の
加
点
に
清
濁
 
 

を
分
か
つ
が
、
他
の
資
料
の
声
点
体
系
は
、
比
較
的
簡
素
で
あ
る
。
一
等
 
 

資
料
で
は
な
い
が
、
資
料
2
よ
り
も
更
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
、
石
山
寺
蔵
 
 

金
剛
界
儀
軌
で
、
奥
書
に
良
勇
の
尊
様
を
伝
え
た
と
あ
る
資
料
4
で
は
、
 
 

陀
羅
尼
の
加
点
の
み
で
、
基
本
的
に
は
、
「
●
」
 
の
加
点
が
行
わ
れ
て
、
簡
 
 

素
で
あ
る
。
 
 
 

2
、
平
安
後
期
の
資
料
は
、
儀
軌
類
、
経
釈
類
に
亙
っ
て
、
漢
文
本
文
に
は
、
 
 

清
音
に
 
「
O
」
を
、
陀
羅
尼
に
は
、
清
音
に
「
●
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
共
 
 

平
安
後
期
経
・
経
釈
類
資
料
 
 

通
的
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
期
の
西
墓
点
資
料
に
は
、
同
様
の
符
合
を
用
 
 

い
て
も
清
濁
を
区
別
し
な
い
資
料
も
含
ま
れ
る
。
 
 
 

3
、
平
安
後
期
西
墓
点
資
料
の
儀
軌
類
、
経
釈
類
資
料
で
の
濁
点
の
表
示
 
 

は
、
各
資
料
毎
に
、
多
彩
、
多
様
で
共
通
点
を
帰
納
し
、
抽
象
化
し
て
示
 
 

す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
事
は
、
訓
読
語
の
活
発
な
動
態
を
 
 

示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
 
 
 

4
、
平
安
後
期
の
儀
軌
類
資
料
で
は
、
体
系
、
様
式
は
多
様
で
あ
る
が
、
漢
 
 

文
本
文
、
陀
羅
尼
部
分
と
も
に
、
清
濁
を
 
（
中
国
漢
字
音
に
お
け
る
頭
子
 
 

音
の
清
濁
を
も
）
 
区
別
し
て
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

5
、
平
安
後
期
の
経
釈
類
資
料
で
は
、
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
資
料
数
 
 

が
多
く
な
い
が
、
儀
軌
類
資
料
に
比
較
し
て
、
声
点
の
体
系
が
簡
素
で
、
 
 

平
安
中
期
の
資
料
の
傾
向
に
近
い
加
点
態
度
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
資
料
 
 

を
含
ん
で
い
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ら
の
纏
め
か
ら
は
、
平
安
後
期
の
西
 
 

墓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
が
、
儀
軌
類
、
経
釈
類
と
資
料
に
よ
っ
て
加
点
態
 
 

度
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
、
儀
軌
類
に
お
い
て
 
 

は
、
訓
読
語
が
活
動
的
で
、
諸
種
の
訓
読
の
試
み
が
行
わ
れ
、
決
し
て
、
固
定
 
 

的
で
は
無
か
っ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
 
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
、
平
安
中
期
と
平
安
後
期
の
西
墓
点
加
点
資
料
に
お
け
る
声
点
の
加
点
 
 

体
系
を
資
料
ご
と
に
整
理
し
て
記
述
し
て
き
た
。
管
見
の
及
ん
だ
平
安
中
期
の
 
 

十
五
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資
料
が
十
分
で
は
な
い
が
、
平
安
後
期
資
料
に
お
け
る
声
点
加
点
の
体
系
は
、
 
 

資
料
に
よ
っ
て
区
々
で
、
平
安
後
期
西
基
点
資
料
に
お
い
て
、
そ
の
多
様
性
を
 
 

示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

平
安
後
期
の
西
墓
点
資
料
に
も
、
移
点
資
料
が
存
し
て
、
前
代
の
言
語
事
象
 
 

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
資
料
が
あ
っ
た
と
し
て
 
 

も
、
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
多
様
の
形
態
が
並
存
し
た
状
況
を
記
述
で
き
 
 

る
と
こ
ろ
に
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
 
 
 

稿
者
は
、
金
剛
界
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
、
平
安
時
代
後
半
期
の
西
墓
点
資
料
 
 

に
お
け
る
訓
読
語
が
、
平
安
中
期
か
ら
、
平
安
後
期
に
か
け
て
存
在
し
た
、
天
 
 

台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
複
数
の
訓
読
が
淘
汰
さ
れ
て
、
慶
詐
に
始
ま
る
訓
読
を
 
 

基
と
し
て
、
部
分
的
に
改
変
さ
れ
な
が
ら
平
安
後
半
期
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
 
 

（
1
2
）
 
 

な
い
か
と
推
測
し
た
こ
と
が
あ
る
。
適
時
的
に
、
西
墓
点
に
お
け
る
声
点
の
加
 
 

点
体
系
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
本
稿
に
加
え
て
、
院
政
期
の
西
墓
点
 
 

資
料
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
院
政
期
の
詳
細
は
、
別
稿
に
譲
 
 

（
1
3
）
 
 

る
こ
と
と
す
る
が
、
別
稿
に
お
い
て
は
、
院
政
期
の
西
基
点
資
料
の
三
井
寺
に
 
 

関
係
す
る
資
料
群
で
は
、
漢
文
本
文
に
「
O
J
「
△
」
、
陀
羅
尼
に
は
「
●
」
「
…
」
 
 

の
表
記
体
系
が
基
本
で
、
諸
種
の
符
合
も
観
察
さ
れ
、
訓
読
語
の
重
合
が
あ
っ
 
 

た
ろ
う
こ
と
。
「
△
」
声
点
が
現
れ
な
い
資
料
は
、
天
台
宗
山
門
派
が
閲
し
た
資
 
 

料
か
余
宗
の
関
係
し
た
資
料
で
あ
る
か
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
 
 
 

平
安
後
期
に
お
い
て
は
、
声
点
の
加
点
の
体
系
的
整
理
か
ら
、
訓
読
語
の
多
 
 

様
な
道
筋
が
存
し
て
、
活
発
な
訓
読
活
動
（
伝
授
活
動
）
が
行
わ
れ
て
そ
れ
が
、
 
 

次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

十
六
 
 

西
基
点
資
料
に
特
有
だ
と
指
摘
さ
れ
る
 
「
△
」
 
声
点
も
、
右
に
整
理
さ
れ
た
 
 

如
く
、
平
安
中
・
後
期
資
料
全
体
に
目
配
り
し
た
と
き
、
圧
倒
的
に
出
現
す
る
 
 

と
い
う
わ
け
で
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

血
脈
類
な
ど
を
観
察
す
る
と
、
円
珍
流
の
寺
門
派
の
教
団
の
規
模
は
、
天
台
 
 

宗
も
円
仁
の
流
で
あ
る
山
門
派
に
比
較
し
、
小
さ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
 
 

え
ら
れ
る
節
が
あ
る
。
小
さ
な
教
団
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
緊
密
な
体
制
が
組
 
 

ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
、
訓
読
語
に
お
い
て
多
様
な
言
語
活
動
 
 

が
行
わ
れ
難
い
、
統
制
の
利
い
た
条
件
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
比
 
 

叡
山
よ
り
下
山
し
た
後
、
三
井
寺
は
、
独
自
の
戒
壇
を
も
て
な
か
っ
た
。
特
に
、
 
 

十
二
世
紀
に
は
、
そ
の
辺
り
の
危
機
感
が
増
し
て
い
た
よ
う
で
、
組
織
の
引
き
 
 

締
め
も
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
実
際
に
は
、
以
上
に
検
討
し
た
如
く
、
山
門
派
と
の
抗
争
後
の
十
 
 

一
世
紀
・
平
安
後
期
の
声
点
は
多
様
性
を
示
す
。
即
ち
、
平
安
後
期
と
い
う
時
 
 

代
は
、
寺
門
派
教
団
の
宗
教
あ
る
い
は
学
問
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
 
 

れ
る
。
こ
れ
を
支
え
た
も
の
は
、
寺
門
派
僧
個
々
人
の
個
性
、
即
ち
、
言
語
習
 
 

得
期
の
多
様
性
、
あ
る
い
は
、
寺
門
派
の
学
問
的
拠
点
が
、
未
だ
洛
中
、
洛
外
 
 

に
盛
ん
で
、
こ
う
し
た
情
況
が
、
訓
読
語
上
に
も
発
現
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
 
 

る
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

注
 
 
 

1
、
築
島
裕
 
「
大
日
経
疏
の
古
訓
点
に
つ
い
て
」
 
（
『
五
味
智
英
先
生
古
稀
記
念
 
 
 

上
代
文
学
論
叢
 
（
論
集
上
代
文
学
第
八
冊
）
』
 
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）
。
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同
 
「
成
唯
識
論
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
 
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
六
巻
第
 
 
 

十
号
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
）
。
 
 

2
、
三
保
忠
夫
「
蘇
悉
地
掲
羅
経
古
点
の
訓
読
法
」
 
（
『
国
語
学
』
第
一
〇
二
集
、
 
 
 

昭
和
五
十
年
九
月
）
。
 
 

3
、
月
本
雅
章
 
「
大
唐
西
域
記
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
 
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
 
 
 

五
十
七
巻
第
十
二
号
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）
。
 
 

4
、
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』
 
（
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
 
 
 

古
書
院
）
 
第
六
童
第
四
節
。
 
 

5
、
注
4
拙
著
、
第
四
童
第
二
節
。
 
 

6
、
築
島
裕
「
濁
点
の
起
源
」
 
（
『
東
京
大
学
教
養
部
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
3
2
 
 
 

輯
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
）
。
 
 
 

同
 
「
古
点
本
の
片
仮
名
の
濁
音
表
記
に
つ
い
て
」
 
（
『
国
語
研
究
』
 
3
3
、
昭
和
 
 
 

四
十
七
年
三
月
）
。
 
 
 

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
 
（
平
成
九
年
十
二
月
、
汲
古
書
 
 
 

院
）
 
第
三
童
。
 
 
 

佐
々
木
勇
「
声
点
 
「
△
」
 
の
機
能
－
『
所
正
論
』
保
安
四
年
点
に
つ
い
て
」
 
 
 

（
『
か
が
み
』
 
第
三
十
一
号
、
平
成
六
年
三
月
）
。
 
 

7
、
拙
稿
 
「
院
政
期
の
天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
声
点
－
「
△
」
 
 
 

声
点
の
発
祥
と
伝
流
－
」
 
（
『
表
現
技
術
研
究
』
第
五
号
、
平
成
二
十
一
年
三
 
 
 

月
）
。
 
 

8
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
御
高
論
が
あ
る
。
 
 
 

築
島
裕
 
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
古
点
に
つ
い
て
」
 
（
『
か
が
み
』
 
 
 

［
付
記
］
 
 
 

本
稿
に
触
れ
た
各
資
料
に
つ
い
て
は
、
御
尊
蔵
各
寺
院
、
文
庫
の
関
係
者
各
 
 

位
の
ご
芳
情
を
恭
な
く
し
た
。
ま
た
、
資
料
閲
覧
提
供
に
つ
い
て
月
本
雅
章
氏
 
 

に
は
、
特
段
の
ご
厚
情
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
佐
々
木
勇
氏
か
ら
は
、
本
稿
に
関
 
 

し
て
の
貴
重
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
 
 

十
七
 
 
 

第
拾
壱
号
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
 
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
注
4
拙
著
、
 
 
 

第
六
童
第
一
節
に
お
い
て
も
、
論
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 

9
、
築
島
裕
、
注
6
文
献
に
お
い
て
、
声
点
の
加
点
が
、
天
台
宗
に
お
い
て
陀
 
 
 

羅
尼
に
始
ま
っ
た
と
説
か
れ
る
。
 
 

1
0
、
拙
稿
 
「
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
複
層
性
の
一
様
相
－
東
寺
観
智
院
蔵
 
 
 

大
批
慮
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
の
場
合
－
」
 
（
『
広
島
大
学
文
学
研
究
科
論
集
』
 
 
 

第
六
十
八
巻
、
平
成
二
十
年
十
二
月
）
。
 
 

1
1
、
月
本
雅
幸
氏
御
高
配
の
写
真
資
料
に
よ
る
。
該
当
資
料
の
精
査
の
機
会
を
 
 
 

持
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
概
述
の
域
を
で
な
い
。
本
文
に
掲
げ
た
用
例
 
 
 

も
、
極
一
部
分
の
調
査
結
果
で
し
か
な
い
。
巻
七
と
巻
九
の
一
部
に
つ
い
て
 
 
 

触
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
東
京
大
学
国
語
研
究
室
の
許
し
を
得
て
、
精
査
の
機
 
 
 

会
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 
 
 

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
 
研
究
篇
』
 
（
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
 
 
 

院
）
 
五
四
四
頁
。
 
 

1
2
、
注
4
拙
著
、
第
六
童
第
一
節
。
 
 

1
3
、
注
7
文
献
。
 
 



Active Movement of Japanese Reading Language 
in Material of the Nishihakaten "&8%,6" 

A" of Tendaishu-Jimonha ''X a &?Pq?ji?" 
-Special Reference to Shoten "F,&" of Material 

at Middle and Later Term of the Heian Era- 

MATSUMOTO Mitsutaka 

The feature in Shoten "F,g'," used by Tendaishu-Jimonha "3?*%%?q@" at the Heian era was 

to have used A. A was what Kyoso ''@ii& (955-1020)" of Mii-dera Temple invented it in around 

1000 in the Christian era. Only A was used for the material of the 12th century. 

In Material of the Nishihakaten "Bg,g" of Tendaishu-Jimonha "3?*%%?q?fi" in the middle 

of the Heian era, A was not used. 

After 1000 in the Christian era, the system of Shoten ''F,&'," including the apprentice of Kyoso 

''B $E" is many kinds and various. Before ICyoso ''B $E" invents A, the apprentice shows that his 

linguistic system had been acquired.Moreover, Japanese reading language unfixation,it is shown that 

there was an active change. 
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